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畜産ネットワークちば 第３3号（１）

　千葉県農林水産部長を拝命いたしました小倉で

ございます。

　会員の皆様並びに畜産関係者の皆様には、日頃

から本県畜産の振興に御尽力を賜り厚くお礼申し

上げます。

　さて、本県は全国でも有数の畜産県であり、平成

２５年畜産産出額は、１，０９４億円と、生乳で全

国第５位、豚で第３位、鶏卵で第２位を占めるなど、

畜産全体で第６位の地位を維持しております。

　畜産を取り巻く情勢は、配合飼料等の生産資材

価格の上昇、後継者不足やＴＰＰ交渉による先行

き不安などの多くの課題を抱えておりますが、千

葉県では、千葉県農林水産業振興計画（計画年度

26～29年度）に基づき、力強い千葉県の畜産を

実現するため、平成２７年度は主に次の対策に取

り組んでまいります。

１　家畜の生産性向上と生産基盤の強化

　地域ぐるみの高収益畜産体制（畜産クラスター）

を構築し、その計画に位置付けられた中心的な畜

産経営体に対して、ハード・ソフトの両面から支

援します。

２　飼料自給力の強化

　輸入飼料に依存した畜産経営から脱却するため、

コントラクターの育成、飼料用米及び耕作放棄地の

活用に対する支援を行い、輸入飼料から自給飼料主

体の生産・給与構造への転換を目指します。

３　畜産物の販売促進

　県産食肉の付加価値の向上のため、チバザポーク

（豚肉） については、他銘柄豚肉との明確な差別化、

チバザビーフ（牛肉）については、肥育技術の向上

を目指します。

４　家畜排せつ物の適正管理と有効利用

　家畜排せつ物法に準拠した適正管理・利用を推

進するとともに、臭気低減や高度な汚水処理など

新技術を活用した施設整備を促進します。

５　家畜衛生対策の強化

　口蹄疫などの家畜伝染病の発生防止対策と、万

一発生した場合の迅速な防疫対策の一層の強化を

図ります。

　以上の推進につきましては、引き続き皆様の御

理解と御協力をよろしくお願いいたします。

　最後になりますが、千葉県畜産協会会員及び関

係者の皆様の益々の御発展を祈念申し上げまし

て、就任の挨拶とさせていただきます。

就任にあたっての挨拶

　　　　　　　　　　千葉県農林水産部長

　　　　　　　　　　小倉　明　　　　　
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　　繁殖雌牛や種雄牛を誤って申込んだことが分かった場合や、申込の後に繁

殖に仕向けた場合は、速やかに本会に報告の上、「異動報告書（または削除依

頼書）」を提出してください。なお、すでに納付された生産者積立金は返金で

きませんが、業務対象年間終了後の基金の残額の返還の対象にはなります。

　　新マルキン事業は、四半期ごとに肥育牛１頭当たりの平均粗収益が平均生

産コストを下回った場合、その差額の８割を肥育牛補てん金として交付し、肉

用牛肥育経営の安定を図る事業です。このため、肥育以外の目的に仕向けられ

た牛（繁殖雌牛や種雄牛）は補てんの対象とはなりません。

畜産ネットワークちば 第３３号（４）

肉用牛肥育経営安定特別対策（新マルキン）事業

１　生産者積立金単価の変更について
　 平成２７年度の肥育牛１頭当たりの生産者積立金の額について、下記のとおり定められましたのでお知ら

せいたします。（ただし、３月３１日までに販売された個体は旧単価が適用されます。）

◆生産者積立金単価　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円／頭）

２　肥育牛補填金単価について【平成２６年１０・１１・１２月販売分】
　今年度も毎月払いが継続して実施されますので、販売報告の漏れがないようお願いたします。

◆肥育牛補填金単価　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円／頭）

区 分 
１０月 １１月 １２月 

肉専用種 交雑種 乳用種 肉専用種 交雑種 乳用種 肉専用種 交雑種 乳用種 

粗収益 
（Ａ） 

995,049 603,407 350,438 1,020,425 625,213 363,029 1,020,913 621,474 365,382 

生産コスト 
（Ｂ） 

924,631 645,193 430,743 931,638 653,016 423,701 942,607 658,556 433,926 

差額 
（Ｃ）＝（Ａ）－（Ｂ）

70,418 △41,786 △80,305 88,787 △27,803 △60,672 78,306 △37,082 △68,544 

補填金単価 
（Ｃ）×0.8 

- 33,400 64,200 - 22,200 48,500 - 29,600 54,800 

補填金単価 
（積立金免除牛） 

- 25,000 48,100 - 16,600 36,300 - 22,200 41,100 

※100円未満切り捨て 

重要な
お知らせ

　新マルキン事業（肉用牛肥育経営安定特別対策事業）では
繁殖雌牛や種雄牛は対象となりませんのでご注意ください!!!

　　　　　Q１．どうして繁殖雌牛や種雄牛は対象にならないの？

 27 年度 (26 年度比) 積立金総額 26 年度 25 年度 24 年度 23 年度 22 年度 

肉専用種 10,000 △8,000 40,000 18,000 18,000 13,000 13,000 20,000 

交雑種 25,000 △5,000 100,000 30,000 30,000 30,000 25,000 27,800 

乳用種 17,000 △3,000 68,000 20,000 20,000 30,000 18,000 15,000 

繁殖雌牛（搾乳牛含む）

種雄牛

 　　販売報告のあった牛について、牛個体識別情報や種畜検査結果を基に繁殖に仕向けられていないか

を確認します。

　繁殖に仕向けたことの報告がなく、繁殖に仕向けたことが確認された場合、補てん金交付契約を解除す

る場合があります。補てん金交付契約を解除した場合、すでに納付された生産者積立金の返金がないこと

に加え、業務対象年間終了後の基金の残額の返還もありません。

　さらに、次の業務対象年間において、新マルキン事業等に加入できなくなる場合があります。

　　　　　Q２．繁殖雌牛や種雄牛を申し込んだ場合はどうすればいいの？

　　　　　Q３．繁殖に仕向けたことを報告しなかった場合はどうなるの？

問合せ先 公益社団法人千葉県畜産協会　総務・企画部　企画課　（担当：小倉）
TEL：０４３－２４２－６３３３　　FAX：０４３－２３８－１２５５



畜産ネットワークちば 第３２号（５）

ＮＰＯ法人いきいき畜産ちばサポートセンター通信
　去る４月１７日（金）午後１時３０分から平成２７年度第１回理事会が公益社団法人千葉県畜産協会会議

室に於いて開催されました。はじめに松田理事長の挨拶、千葉県農林水産部畜産課島田主幹、公益社団法人

千葉県畜産協会新城専務理事の来賓挨拶のあと、理事長の進行で、平成２６年度事業実績報告及び２７年度

事業計画等について協議しました。その主な内容についてご紹介します。（事務局　薫田）

　平成２６年度は各県での鳥インフルエンザの発生(熊本県、宮崎県、山口県、岡山県、佐賀県)や全国的な

PEDの発生、県内でのPEDの蔓延、TPP交渉や円安による穀物等の高騰による飼料や資材費の上昇に加え

少子高齢化の進展に伴い消費の停滞等畜産環境は厳しい状況にありました。国では飼養衛生管理基準の徹底

等や農産品の輸出等積極的な農政を展開しています。

　こうした状況の中、安全・安心・高品質な畜産物の安定供給のため、飼養衛生管理の向上強化に関する指

導や６次産業化、エコフィードの資源循環システムの推進等畜産への理解増進等に努めました。

平成２６年度事業概要

（２）６次産業化の推進

　昨年度の県農林水産政策課公募事業で、ひふみ養蜂園（株）６

次産業化推進ネットワークの事業化を推進しました。

　今年度は８月の蜂みつ販売展示への支

援、１０月の畜産フェア、２月の販売商

談会への出展協力等実施してきました。

　また、ひふみ養蜂園（株）は３月に６

次産業化法認定を取得するとともに、加

工施設・みつろう体験工房を設置し、４

月「蜂の駅・ひふみ養蜂園」オープン記

念式典が盛大に開催されました。

　皆様も、館山にお越しの節は「蜂の駅・

ひふみ養蜂園」に是非お寄りください、新

しい発見があると思います。

　今年度はＮＰＯ法人としての活動を開

始してから９年目です。昨今、家畜伝染

病の発生やＴＰＰ問題や円安、飼料高騰

等先行きが不透明なところも多い状況に

あります。

　畜産振興に向けて行政・団体・業界か

ら畜産に係る公募事業や調査研究の取組

方法の検討に努めるとともに専門部会や

会員に重点を置いた活動を積極的に推進

します。会員の皆様の更なる積極的な参

加をお待ちしております。

【平成２７年度総会】
　日時：平成２７年５月２９日(金)１３時３０分から
　場所：千葉市生涯学習センター「メディアエッグ」
　　　　　（千葉市中央区弁天３－７－７）
【平成２７年第１回畜産研修会】
　日時：平成２７年５月２９日(金)１４時３０分から（総会終了後）
　場所：千葉市生涯学習センター「メディアエッグ」　
　　　　　（千葉市中央区弁天３－７－７）
　演題：「千葉県畜産の行政施策」　
　　　　　（講師　千葉県農林水産部畜産課　課長　岡田　望　氏）
　演題：「TPPと我が国の農畜産物をめぐる諸情勢について」
　　　　　（講師　公益社団法人国際農林業協働協会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　専務理事　三野　耕治　氏）

　※畜産研修会終了後（１６時３０分頃）、「情報交換会」
を予定していますので、是非こちらもご参加ください。

（１）農場ＨＡＣＣＰ推進指導

　本指導は（公社）千葉県畜産協会からの

依頼に基づき農場ＨＡＣＣＰ推進農場の指

定又は認証を希望する農場へ指導員を派遣

し、構築の指導・助言を実施し、県内への

農場ＨＡＣＣＰ普及推進に努めました。　

蜂の駅前にて

蜜蝋キャンドルづくりの様子

平成２７年度事業計画

正会員 ８０（内、団体１１）

賛助会員 ２（団体）

◎入会申込みや畜産に関するご相談等をお待ちしております。
お問い合わせは・・・

　　　ＮＰＯ法人いきいき畜産ちばサポートセンター事務局

　　　　　　　　　　（ (公社)千葉県畜産協会内 ）

　　　ＴＥＬ：０４３－２４２－６３３３　ＦＡＸ：０４３－２３８－１２５５

①構築支援：
　14農場（酪農1、養豚10、採卵鶏3)
②認証農場の認定：養豚１農場
③推進農場の指定：
　養豚１農場、採卵鶏１農場
④指導員派遣：
　NPO指導員10名（延112回）
⑤農場HACCP講習会への講師派遣：
　NPO講師 延5名派遣 旭市（47名出席）
　　　　　　　　　　千葉市(40名出席) 



畜産ネットワークちば 第３3号（６）

職名 氏名
　課長 　石原　勇人

宏明　川小　幹主副　名氏名職
樹真　口関　員門専　明　倉小　長部　
宏祟　村綿　師技任主　子浩　田飯　長部当担売販通流　
悟圭　田島　師技任主　明利　野石　長次　
香三　沢市　長課　郎三裕　野中　長次　

　副主幹 　松本　敦子
　専門員 　大坪　岳彦

子聡　井福　員門専　名氏名職
介大　根関　師技任主　望　田岡　長課　
裕隆　藤佐　師技　美正　野陣　長課副　
きさみ　本岡　師技　郎太耕　田富　長課副　
ろひち　中畑　師技　朗治　村川　長室兼幹主　

　主幹 　島田　純
　副主幹 　児安　良子

名氏名職香美　森江　幹主副　
義貞　井笠　長所　史宏　原森　査主　
一雅　山片　長次　夫紀　井櫻　査主　
雄基　出井　幹主　充　地倉　査主副　
信昌　本道　長課　郎一英　川藤　査主副　
子容　村田　幹主副　愛　山平　査主副　
弘康　原　幹主副　敬　部阿　師技　
子依　元坂　幹主副　司浩　澤大　長班　
亨　野平　員門専　彦和　村嶋　幹主副　
之浩　代中　員門専　介俊　村野　査主副　
人次　形小　師技　香澄　原河大　査主副　
一雅　山片　扱取務事長課　里真　深羽　師技　
子史　井笠　員門専席上　二裕　原市　長班　
陽一　俣猪　員門専席上　望　田鎌　査主　
潤　川西　員門専　子紀友　本松　査主副　
貴宏　髙小　師技　郎士景　仲田　査主副　
介友　破不　師技　愛　上井　師技　

　副技監兼室長 　風間　達也
4341-2907-40：XAF　4032-2907-40：LET彦和　辺渡　幹主　

名氏名職彦晴　野藤　幹主副　
子代美　田山　長所　郎一喜　田吉　査主副　

義尚　澤芦　長次　子涼　原塚　査主副　
普　原　長課　佑佳　倉坂　査主副　

子祥　田柴　幹主副　里友紗　本山　師技　
　副主幹 　齊藤　満
　上席専門員 　千葉　耕司

郎一慎　泉小　員門専席上　名氏名職
絵芳　原松　師技　樹浩　川越　長課　

格　森江　長課　信重　原市　長班　
淳　畠平　員門専席上　子京　橋高　査主　
生世　肥土　師技　幸信　保神　長室）兼（監技副　
二真　嶋矢　師技　一順　蕨　員導指及普席主　
翔卓　本杉　師技　生弥　後向　員導指及普席上任主　

　主任上席普及指導員 　大塚　洋功

職名 氏名
稔　田毛羽　長所　名氏名職

茂　木青　長次　雄岩　橋高　長所　
夫佳　石武　長課　実治　林　長次　
和豊　藤加　幹主副　乃きふ　木青　幹主　
子能　本橋　幹主副　清　畑大　長課　
美津奈　政末　師技任主　二賢　田寺　査主　
彰良　浦三　師技　子里栄　原篠　長課　
佑圭　田藤　師技　介洋　田相　員門専席上　
介祐　原石　師技　子智佐　林上　師技　
子奈美　橘　師技　香美　多佐　師技　
巳克　野畑　長課　実治　林　扱取務事長課　
雄幹　毛稲　幹主副　一洋　島小　幹主副　
華里友　野関　員門専　舞　地倉　員門専　

恵智　関今　師技任主　介祐　山小　師技　
　技師 　関谷　圭美
　技師 　山桐　慶之

平良　木鈴　師技　潔　山陰　長次　

部署

病理生化学課

平成２７年度　千葉県　畜産関係機関一覧表

　043-223-2929
　043-223-2930

農林水産部 〒260-8667　千葉市中央区市場町１－１

〒260-8667　千葉市中央区市場町１－１
ＦＡＸ：043-222-3098

部署・ＴＥＬ

畜産課

　043-223-2931

　043-222-2800

細菌ウイルス課

　043-223-2801
　043-223-2803

生産振興班
043-223-2939

環境飼料班
043-223-2943
043-223-2944

家畜衛生対策室
043-223-2923
043-223-2938
BSE対策本部
043-223-3084

農業経営支援班
043-223-3087

専門普及指導室
043-223-2912

　043-223-2804

部署・ＴＥＬ

企画経営室
043-223-2926
043-223-2927
043-223-2777
043-223-2921

〒283-0064　東金市川場１１０５－３
TEL：0475-52-4101　FAX：0475-52-3335

〒296-0033　鴨川市八色５２

防疫課

東部家畜
保健衛生所

衛生指導課

南部家畜
保健衛生所

防疫課

部署

衛生指導課

部署

　〒285-0072　佐倉市岩富町４９７

〒260-8667　千葉市中央区市場町１－１
ＦＡＸ：043-201-2615

部署・ＴＥＬ
043-223-2900

担い手支援課

部署・ＴＥＬ

衛生指導課

防疫課

庶務課

〒287-0004　香取市岩ヶ崎台１２－１
TEL：0478-54-1291　FAX：0478-54-5996

北部家畜
保健衛生所
部署・ＴＥＬ

〒262-0011　千葉市花見川区三角町６５６
TEL：043-250-4141　FAX：043-236-0090

中央家畜
保健衛生所

　TEL：043-498-1431　FAX：043-498-1475

衛生指導課

防疫課



畜産ネットワークちば 第３3号（７）

職名 氏名

　主席研究員 　福島　達哉

葉香　藤伊　員究研　名氏名職

司真　野細　員究研　明英　木松　長ータンセ　

子友芙　敷吉　員究研　一順　村上　長次　

明千　本松　員究研　学　山檜　長次　

子浩　田岡　員究研　一順　村上　扱取務事長課　

　副主幹 　佐原　徳之

　主査 　井濱　健太郎

　主査 　今関　博子

名氏名職章和　山平　事主　

寛道　寺野小　長所　肇　谷細　長室　

和正　林小　幹主　美清　本杉　員究研席主　

一公　藤斉　員究研席上任主　好一　木鈴　員究研席主　

明和　福永　員究研席上任主　一健　藤斉　員究研席上任主　

生晴　邊渡　員究研席上任主　子朝　山丸　員究研席上　

彰　藤進　員究研　輔大　木青　員究研席上　

子美久　藤加　員究研　明輝　川谷長　員究研　

　研究員 　名取　美貴

　研究員 　八木　健

　室長 　川嶋　賢二

名氏名職子倫　口山　員究研席主　

之宏　田村　長所　信重　崎石　員究研席主　

幸秀　下山　幹主　美洋　中村　員究研　

子由　田柴　査主　士陽　井福　員究研　

明　尾平　員究研席上任主　里美　田村　員究研　

誠大　林小　員究研　子藍　崎山　員究研　

浩貴　川行　員究研　恵佳　岡諸　員究研　

文貴　水清　員究研　二圭　橋高　長室　

畜産総合
研究センター

部署

　〒290-0531　市原市国本６０２

〒289-1113　八街市八街へ１６－１

TEL：043-445-4511　FAX：043-445-5447

　畜産総合研究センター　市原乳牛研究所

部署

総務課

部署

養豚養鶏
研究室

TEL：0470-46-
3011

FAX：0470-46-
3012

企画環境
研究室

　〒299-2507　南房総市大井６８６

部署

　畜産総合研究センター　嶺岡乳牛研究所

乳牛肉牛
研究室

TEL：0436-96-
1231

FAX：0436-96-
0956

養豚養鶏　研究室

副主幹 柴田　るり子
主査 大畑　絵美
普及指導員 野中　太輔
普及指導員 藤井　雄樹

企画振興課 〒277-0861　柏市高田990-1 技師 岩間　亮祐 04-7143-4122 04-7144-8260
改良普及課 〒277-0005　柏市柏255-1 普及指導員 湯原　千秋 04-7162-6151 04-7162-6154

副主幹 杉本　裕
技師 渡邊　世奈
GL・主任上席普及指導員 宮本　光浩
主任上席普及指導員 五十嵐　福男
技師 本多　正隆
技師 上田　俊平
GL・主任上席普及指導員 平野　和則
普及指導員 岸田　雅弘
普及技術員 溝井　つかさ
副主幹 八木　由紀夫
副主幹 古屋　聡子
上席普及指導員 丸山　武則
普及指導員 有路　優子
副主幹 安川　葉子
副主査 沼尾　真人
技師 中山　妙子
主任上席普及指導員 仲田　義弘
普及指導員 佐野　実乃里

4322-62-57401571-22-5740希早　田吉師技課興振画企
1602-52-57401771-22-5740子郁　藤伊員導指及普席上任主課及普良改
8435-28-07406594-28-0740貴由　口瀧師技課興振画企
5793-28-07403122-28-0740明広　池小員術技及普課及普良改

主査 渡辺　聡
主査 田中　なほ子
主任上席普及指導員 金子　貴一
普及指導員 吉田　明広
普及技術員 中原　祐樹

8966-32-83407010-52-8340子奈夏　林小査主副課興振画企
普及指導員 新垣　裕子
普及技術員 青木　優作
普及技術員 森田　悠貴

農業事務所名 課名 所在地 職名 氏名

043-293-3916

0172-392-3400590-003-340課及普良改

ＴＥＬ ＦＡＸ

東葛飾農業事務所

千葉農業事務所
企画振興課

〒266-0014
千葉市緑区大金沢町473-2

043-300-1985

043-485-9502

香取農業事務所

企画振興課
〒287-0005
香取市佐原ホ1250-3

0478-52-9192 0478-54-5617

改良普及課
〒287-0005
香取市佐原ホ1250-2

印旛農業事務所
企画振興課

〒285-0026
佐倉市鏑木仲田町8-1

043-483-1129 043-485-9502

0478-55-1703

8211-384-340課及普良改

0478-52-9195

2211-45-5740課興振画企

0479-62-0156 0479-64-2502

2844-26-97404330-26-9740課及普良改

長生農業事務所
〒297-0026
茂原市茂原1102-1

山武農業事務所

海匝農業事務所
企画振興課

〒289-2504
旭市二1997-1

〒283-0006
東金市東新宿1-11

改良普及課

君津農業事務所
〒292-0833
木更津市貝渕3-13-34

0470-22-7131

夷隅農業事務所
〒298-0293
夷隅郡大多喜町猿稲14

安房農業事務所

企画振興課
〒294-0045
館山市北条402-1

2318-22-0740課及普良改

0475-52-7914

8966-32-83409920-32-8340課及普良改

0475-55-8614

0470-22-0097

0470-22-0097

0475-54-0226
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◆第４回チバザビーフ枝肉共励会及びその前夜祭の開催結果について

　平成２７年２月２３～２４日にかけて第４回チバザビーフ枝肉共励会及び前夜祭が開催されました。

チバザビーフ協議会報チバザビーフ協議会報
チバザビーフ協議会は千葉県産の「うまい牛肉」のPR活動を行っています。

http://www.morikubo.co.jp

わたしたち森久保薬品は
人と動物の「これから」を真剣に考えています。

事 務 局
公益社団法人千葉県畜産協会　総務・企画部　企画課　（担当：小倉）

TEL：０４３－２４２－６３３３　　FAX：０４３－２３８－１２５５

《前夜祭》
　日時：平成２７年２月２３日（月）１７時３０分～２０時
　場所：第一ホテル東京シーフォート３階「ハーバーサーカス」

　出席者数：１２４名
　　　　　　　　（千葉県・県議連盟等関係者及び食肉関係者、生産者、報道機関等）
　主催者あいさつ：チバザビーフ協議会　会長　山崎巌
　来賓ご祝辞：千葉県畜産協会　会長　森英介
　来賓ご祝辞：千葉県議会自民党畜産振興議員連盟　副会長　石毛　之行
　来賓ご祝辞：千葉県農林水産部　流通販売担当部長　小倉明
　来賓ご祝辞：東京食肉市場株式会社　取締役社長　小川　一夫
　最高額買参人へのお礼紹介：（株）鎌倉ハム村井商会
　おもてなし牛肉：北総和牛（サーロイン）【サイコロステーキ】
　おもてなし牛肉：ナイスビーフ（サーロイン）【ローストビーフ】
　応援ステージ：ベリーダンス（セクシーな女性による豊穣を願う踊り）
　応援ステージ：映画「ちばものがたり」主題歌（歌い手　ゆきお）

チバザビーフ協議会　山崎会長

千葉県畜産協会　森会長

最高買参人へトロフィーの贈呈 北総和牛のステーキ ナイスビーフのローストビーフ ベリーダンスチームによるステージ

《枝肉共励会》
　日時：平成２７年２月２４日（火）８時～１２時
　場所：東京都中央卸売市場食肉市場（審査講評・褒賞授与式は東京食肉市場センタービル８階会議室）
　出品頭数：６０頭（黒毛和種　３４頭　　交雑種　２６頭）
　入賞者：

 最優秀賞 優秀賞１席 優秀賞２席 優良賞１席 優良賞２席 

和牛の部 
宮澤 武志 
（旭市） 

島田 昭 
（富津市） 

戸村 佳資 
（成田市） 

（農）宮澤農産 
（旭市） 

実川 治徳 
（旭市） 

交雑の部 
齋藤 茂樹 
（佐倉市） 

塙 正一 
（銚子市） 

宇井 憲司 
（匝瑳市） 

郡司 和昭 
（横芝光町） 

岩渕 拓也 
（旭市） 



　佐々木農場は、成田空港に隣接する富里市で母豚を２８０頭ほど飼育している

一貫経営の養豚場です。

　高度成長期の真っ只中に東京で生まれ、その後千葉県に移り住んでからも豚と

は全く縁がなく、「生物学が好き」という理由で畜産系の大学に進学したものの、

「綿羊の低マグネシウム血症の影響」という研究に、「日本で役に立つのかしら？」

と思いながら夢中になって、学生時代を東北で過ごしました。卒業したら、千葉に帰って農業に関係ある仕

事をしたいと思い、「千葉」と「農業」の２つの単語が入っているというだけの理由で、千葉県経済農業協

同組合連合会（千葉県経済連）、現在の全農千葉県本部に就職しました。

　世の中はバブル最盛期で、どこの企業も「面接、即内定」という勢いでしたが、そんな不純な動機で採用さ

れた私は、新人の中でただ１人「農業とは縁のない人」でした。でも、学生時代に近所の養豚場でアルバイト

をしたことがあったり、経済連でも畜産課に配属されたり、もしかしたら豚と縁があったのかもしれません。

　それを証明するかのように、上司の紹介で佐々木農場に嫁ぎ、豚舎デビューして１５年になりますが、最

初の６年間、お姑さんと一緒に仕事をしたことが大きな支えになっていて、不器用であまり戦力にならない

けど、毎日楽しいです。

　種豚と肉豚の両方を生産してますが、地元JAの産直センターに販売を委託している房総ポークの精肉が、

「価格よりもおいしくて安全な食材」を求める消費者の趣向に合っているのか、口コミで販売先が増えてき

ています。「いつかは、ミートショップ兼レストラン」という展望もありますが、家族経営で人手に余裕が

ないため、今はいろんなジャンルの「佐々木農場の豚肉食べられるお店」から注文を受け、調理・提供して

もらっています。

　畜産レディースの皆さんは、好奇心が旺盛で、新しいことへのチャレンジ精神がすばらしいです。

　これからも、活動に参加させていただき、参考にしていきたいと思っています。
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 モ～モ～ブ～ブ～コケコッコ～
千葉県内の畜産に携わる女性のみなさんの会報です。　

活動記録

◆役員会の開催

活動予定

◆平成２７年度総会・情報交換会の開催

　平成２７年度の総会等を次のとおり予定しております。皆様のご参会を心よりお待ちしております。

（昨年の総会&情報交換会記念撮影） （昨年の向日葵の宴料理）

『
えにし

縁いろいろ』
富里市　佐々木　佳代（養豚）　

会員だより

　上記研修会終了後「農業者活動交換大会」の開催が予定されています。引き続き参加をお願いいたします。
（事務局　長嶋）

◆平成２７年度農山漁村いきいき研修会等への参加

日 時 場 所 参加者数 内 容 
平成 27年 2月 18 日（水） 
午前 10時 30 分～午後1時 畜産協会 会議室 役員等 10 名 ・26 年度活動状況、27 年度活動予

定等について協議 
平成 27年 4月 14 日（火） 
午前 10時 30 分～午後1時 畜産協会 会議室 役員等 11 名 ・27 年度総会等について協議 

日 時 平成 27年 5月 20 日（水） 

会 場 
合同会社エストーレホテル東金 
〒283-0801 千葉県東金市八坂台 1-8 
TEL：0474-55-1111 FAX:0475-55-1112 

内 容 
１）総会     《11：00～11：50》 
２）薔薇の宴   《12：00～13：30》 
薔薇の咲きほころぶ季節の宴（お 1人 3,000 円） 

３）情報交換会等 《13：40～15：00》 

主 催 日 時 会 場 
千葉県農山漁村女性団体ネットワーク 平成 27年 7月 16 日（木）午前 9時 45 分～ 千葉県教育会館大ホール 
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ＮＰＣ通信
ナイスポークチバ推進協議会　　　　　　

ＮＰＣ通信
ナイスポークチバ推進協議会　　　　　　

１　差額関税制度の堅持と厳格運用を求め要請

　平成２７年３月１６日（月）に公益社団法人千葉県畜産協会会長・森　英介

衆議院議員へ要望書を提出した。

　最近の新聞報道によると、日米交渉では豚肉の差額関税制度において、従量税部分は
現行の４８２円を徐々に下げて最終的には５０円に、従価税部分の４.３％を最終的に
０％とすると報じられている。
　我々養豚生産者は、重要品目として豚肉が国会決議されたことを踏まえ、ＴＰＰ

交渉において差額関税制度は守り、分岐点価格の５２４円／㎏は、いじらない（下げない）と理解している。

　このような情報がどこから出てきたのか、根拠の出所が分からないものの、

もしこの報道が正しいとすれば、この制度は有名無実と化し、機能しなくなる

ことは明らかであることから現行の差額関税制度の数値の堅持と厳格運用をお

願いした。

　また、３月２９日（日）銚子市内銚子プラザホテルにおいて、地元国会議員

林　幹雄衆議院議員へも同様の内容で要請した。

３　国産豚肉生産力の危機・養豚農業を守る交渉を求め・ＴＰＰ緊急街頭キャンペーン実施

　一般社団法人日本養豚協会（JPPA）は、４ 月１９ 日（日）東京・有楽町駅前に

おいてTPP緊急街頭キャンペーンとして、食と農業の循環を訴えた特製チラシとポ

ケットティッシュ、料理本など合計８,０００枚を通行人に配布し、国益に叶う養

豚産業の重要性と国産豚肉の消費拡大を訴えました。

　最近の新聞報道による、日米交渉では豚肉の差額関税制度について従量税部分を現

行の４８２円を徐々に下げて最終的には５０円に、従価税部分４.３％を最終的に

０％とするとの報道に、危機感を感じ、日米首脳会談を控える中でTPP交渉の急な

進展を警戒したJPPA青年部会が中心となり執行部と連携しての実施となりました。

　北海道から宮崎県までの会員、事務局総勢４１ 名（NPC

１２名）が参加したほか、着ぐるみ４体（千葉県２体 、神

奈川県１体 、宮崎県１体 ）も参加し、通行人の関心を高め

る効果を生み、多くのメディアの取材と大きなインパクトを

与えることができました。

２　飼料用米等の生産拡大が閣議決定されました　! !

　農業者の方々が安心して飼料用米の生産に取り組んでいただけるよう、新たな食料・農業・農
村基本計画（平成２７年３月３１日閣議決定）において、飼料用米等の生産拡大を位置
づけ（平成３７年の生産努力目標１１０万トン）、その確実な達成に向けて、水田活用の直
接支払交付金など必要な支援を行うこととしています。
　これを踏まえ４月１５日（水）～１６日（木）農水省において「飼料米生産・利用

拡大シンポジューム」が開催された。

　出席された林農林水産大臣から「わが国においては、主食米の需要が毎年８万㌧ず

つ減少している。飼料米、加工用米の利用が必要であり飼料原料の国産化、飼料自給率の向上により水田農

業を発展させる。万が一に国民の食料に繋がる。１０年後の目標は１１０万㌧（現在の１０倍）を目指し、

財政負担・支援策の対応と課題について前向きに進めていきたい。生産、利用拡大に協力をお願いしたい。」

と挨拶。またＴＰＰ問題にも触れ、衆参の決議を評価できる形で決着を進めていきたいと述べた。

国産豚肉生産力の危機
養豚農業を守れるTPP交渉を強く求める！！



畜産ネットワークちば 第３３号（１１）

４　ＱＶＣマリンフィールドｉｎナイスポーク２０１５開催・ゴールデンウィークでの出店復活

　５月２日、初夏を感じさせる好天の球場、マリーン

ズ主催試合における市町村・地域特産ＰＲ「千葉、心

つなげようテント」企画に参加した。

　ゴールデンウィーク期間のイベント参加は３年ぶり

である。ここ２年、シリーズ終盤の９月の出展であっ

たが、以前からゴールデンウィークでの参加を切望し

てきました。

　今回イースタンリーグ（５月１７日）への出展条件

で開催が決定し、開催迄２週間と限られた期間での参

加者、準備でありましたが、当日生産者、関係者８１名が参加し、焼肉販売（１００㎏）アンケート・クイ

ズでロース１㎏８０本、ぬいぐるみ、Ｔシャツを賞品としてガラポンでの抽選に多くの来場者が列を作った。

　養豚に関する情報提供では特に飼料米の生産利用により、養豚が

国益に叶う産業であることなどアピール。

　また、東京有楽町での緊急キャンペーン千葉版として、「養豚農業

・豚肉食べて応援」としてパンフレット、ティッシュ２，０００個を

来場者に配布し県産・国産豚肉を「食べて応援」をお願いした。

　なお、焼肉販売に際し、今回ネパール大震災への義援金を募り

１９，４９５円と多くの支援を頂きました。豚肉売上金の一部を

加えて募金したいと思います。

５　平成２７年度県人事異動に伴う関連部署へ挨拶

　平成２７年度定期人事異動に伴い、日頃ご指導を頂いております関連部署を訪問しました。

　平野　拓歩会長以下三役・顧問・事務局計６名で対応した。

　農林部長室の訪問では丁度レクチャーの最中ではありましたが、快く

対応をしていただきました。

　今回の異動で課長が変わった農林水産政策課、担い手支援課、生産振興

課、及び畜産課にそれぞれ、協議会に対する今後の指導をお願いした。

　畜産課では、課長以下担当官と次のような内容で意見交換を図った。

　 　　（１）現場におけるＰＥＤの発生状況について

　 　　（２）ＴＰＰ交渉の行方と最新情報について

　 　　（３）会員制度１０周年を迎えたＮＰＣサポーターについて

　 　　（４）養豚経営安定対策事業における無事戻しの対応について

　 　　（５）その他

事 務 局
公益社団法人千葉県畜産協会　事業部　（担当：加藤）

TEL：０４３－２４１－３８５１　　FAX：０４３－２３８－１２５５
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　「食の安全・安心」のための第１歩は、「法令遵守」であることを改めて認識してください。

地方競馬の収益金は畜産の振興に役立っています。

部 署 ＴＥＬ ＦＡＸ 

総務・企画部 総  務  課 043-242-5417（代） 

043-238-1255 
企  画  課 043-242-6333 

事  業  部 
経営・環境課 043-241-1738 
衛生指導課 043-241-1738 
生  産  課 043-241-3851 

Ｅメール：info@chiba.lin.gr.jp     URL http://chiba.lin.gr.jp 

-　新 規 職 員 紹 介　-
◇事業部　部長　鈴木邦夫◇

　今年４月から畜産協会にお世話になっております鈴木と申します。

　これまでは県職員として勤務し、畜産総合研究センターを最後に３月末で退職いたしました。在職中は皆

様方に大変お世話になりありがとうございました。

　引き続き畜産関係業務に従事させていただき、畜産協会では家畜衛生対策事業等を担当させていただいて

おります。畜産を取り巻く情勢は、非常に厳しい状況にあると思いますが、各種協会事業を通じ、家畜保健

衛生所、畜産関係団体等連携しながら、畜産振興に寄与していきたいと考えております。

　今後ともよろしくお願いいたします。

◇養豚経営の安定を図るため、粗収益が生産コストを下回った場合に、生産者と国の積立金から差額の８割を補填します。

◇粗収益と生産コストは四半期終了時に計算されます。

◇当該四半期に発動がなかった場合は、次の四半期に通算して計算されます。

◇補てん金交付の早期化のため、希望者に対する概算払いが可能です。

◇事業実施期間（２７～２９年度）終了後、生産者負担金に残額が生じた場合、無事戻しがあります。

≪事業の内容≫
①積立割合　　生産者：国＝１：１
②補填割合　　粗収益と生産コストとの差額分の８割
③対象者　　　養豚経営者（耕畜連携、エコフィードの活
　用等の取組に努めようとする者）※大企業は除きます。
≪事業実施期間≫
　平成２７～２９年度（３年間）　
≪１頭当たり積立金≫
　27年度　1,400円/頭（うち生産者負担金700円/頭）
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≪平成２７年度全国肉豚　事業参加の手続き≫
①提出期限：５月３１日（日）消印有効
②提出先：（独）農畜産業振興機構
③提出書類
　１）継続して事業参加する者
　　「養豚経営安定対策事業参加申込書」＋添付書類
　　※農畜産業振興機構より生産者の情報が記載されたものが
　　送られてきます。平成２７年度の事業対象頭数は２６年度
　　の事業対象頭数又は２６年度の販売実績頭数×係数100/100
　　のいずれか多い方が上限です。
　２）新たに事業参加する者（前事業の途中辞退者を含む）
　　「養豚経営安定対策事業参加申込書」＋添付書類
　　※平成２６年度の肉豚販売実績を証明する書類を併せて
　　提出します。平成２７年度の事業対象頭数は平成２６年度
　　の販売実績頭数×係数100/100です。

平成２７年度養豚経営安定対策事業（全国肉豚）

◇平成２７年度肉豚生産安定対策事業（県補助）

　養豚経営の安定と肉豚の安定的な生産を確保するため、養豚経営安定対策事業に
おける生産者積立金の一部を助成します。
　平成２７年度予算は76,000,000円（1頭あたり70円の補助）を予定しております。

◇平成２６年度養豚経営安定対策事業の無事戻し

　本事業については、事業の見直しにより、26年度で一旦終了することとなり、養豚経営安定基金については、事業終了時の
基金残額を拠出者へ返還（無事戻し）することとなりました。
　拠出者別の無事戻し額は、「年度毎の基金残額×年度毎の拠出割合」により按分されます。６月に基金の閉鎖、８月上
旬に無事戻し金（返還額）の通知、８月下旬に振込予定です。（生産課　金杉）　　


